
    年   月   日   週目 主日礼拝  第   宗教改革             
今日 宗教改革主日          時代 教会 問題 災  原因          福音 回復  運動       人  聖書 読            宗教改革

 起                          宗教改革 起    日本 本当 問題 福音 一度 聞       人 多         福音 無 時 滅   

   福音 回復  運動 必要      教会 一人   何 味          分  合     

1.正しい福音の回復 2.正しいお祈りの回復 3．正しい伝道
▲人間は、ただ信仰によって救われる。救いの為には 100％人間の力は必要ない。正しい福音
を回復をすることが宗教改革である。

1)ローマ 1:17(なぜなら、福音のうちには神の義が啓示されていて、その義は、信仰に始まり
信仰に進ませるからです。「義人は信仰によって生きる。」と書いてあるとおりです)
(1)福音とは神様が全てなさったとのこと。
(2)行いではなくて信仰によって救われる―義人は信仰によって生きる
(3)イエスキリストの十字架によって人間は救われる。
(4)行いではなくて信仰によって救われる(義人となる)(ガラ 3:11,ヘブ 10:38)

2)福音
(1)Ⅰコリ 15:2-4(また、もしあなたがたがよく考えもしないで信じたのでないなら、私の宣
べ伝えたこの福音のことばをしっかりと保っていれば、この福音によって救われるのです。

私があなたがたに最もたいせつなこととして伝えたのは、私も受けたことであって、次の

ことです。キリストは、聖書の示すとおりに、私たちの罪のために死なれたこと、また、

葬られたこと、また、聖書に従って三日目によみがえられたこと)
①イエスが十字架で死なれて葬られてよみがえった―よみがえりによって私達は救われた

②イエス様が全てを背負ってよみがえられた。

(2)ローマ 10:9-10(なぜなら、もしあなたの口でイエスを主と告白し、あなたの心で神はイ
エスを死者の中からよみがえらせてくださったと信じるなら、あなたは救われるからです。

人は心に信じて義と認められ、口で告白して救われるのです)
①主の御名を呼ぶ者は誰でも救われる(ローマ 10:13)。
②イエスキリストを主と告白する者は救われることが出来る。

3)内容
(1)イエス・キリスト(J-X)―真の王、真の祭司、真の預言者
①サタンを砕く―Ⅰヨハ 3:8(神の子が現われたのは、悪魔のしわざを打ちこわすためです)
②神に会う道―ヨハ 14:6(「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを
通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません)
(2)ヨハ 19:30(イエスは、酸いぶどう酒を受けられると、「完了した。」と言われた)
・ 100％イエス様が完了をしたのでただ信じるだけでよい。
(3)マタ 28:18(わたしには天においても,地においても,いっさいの権威が与えられています)
・イエス様は今もサタンの頭を打ち砕いておられる。

(4)マタ 28:20(見よ。わたしは、世の終わりまで、いつも、あなたがたとともにいます)
①イエスがキリストであることを 100％信じることだけでよい。
②イエスキリストの御名を信じる―どんな病気でもイエス様は癒される。

③イエスキリストの御名を信じる者は、はずかしめを受けることはない。

(5)ローマ 16:25-27(私の福音とイエス・キリストの宣教によって、すなわち、世々にわたっ
て長い間隠されていたが、今や現わされて／知恵に富む唯一の神に、イエス・キリストに

よって、御栄えがとこしえまでありますように。アーメン)
・イエスキリストが霊の問題を解決したので、何も問題はない。

▲正しい祈りを回復をするためにキリスト

が主人にならなければいけない。正しい祈

りを回復をすることが宗教改革である。

①自分が主人であると御利益的に神様に

何かを求める祈りをする(宗教的な祈り)。
②キリストを主人とする人はよりキリス

トを深く信じられる祈りをするように。

③福音を逃していることが問題である。

④御言葉をよく分かるようになるべき。

⑤イエス様が主人になるように祈る

1)使徒 1:8(しかし、聖霊があなたがたの上に
臨まれるとき、あなたがたは力を受けま

す。そして、エルサレム、ユダヤとサマ

リヤの全土、および地の果てにまで、

わたしの証人となります)
(1)聖霊が臨まれる時に力を受けて証人と
なる。

(2)福音がないことが世の問題である
―福音を証する証人となるように。

①そのために聖霊充満をもらう。

②証人になるために答えを受けていく。

―福音を全世界に伝えられるように。

2)使徒 1:14(この人たちは、婦人たちやイエ
スの母マリヤ、およびイエスの兄弟たち

とともに、みな心を合わせ、祈りに専念

していた)
―集中をして共に祈りをするように。

3)今日の 3つ(御言葉、祈り、伝道)をする。
・今日の 3つを通して、仕事・学業・
伝道が成り立っていく。

▲イエス様は王であり、主に仕える者と

してくれて力を下さった。

1)神様が造られた私(７つの祝福)
①聖霊が共に

②聖霊が導く

③祈りの答え

④イエスキリストの名前で

祈ると悪霊､病は去っていく

⑤天軍天使を動員して守る

⑥天国の背景

⑦世界福音化をする使命。

3)神様が与えられた教会
①神様の子供たちの集まりが教会

②サタンは教会の前で恐れる

③私たちは教会中心になる。

④教会で献身をする事も伝道

4)神様が与えられた現場
(1)Ⅰペ 2:9(しかし、あなたがたは、選
ばれた種族、王である祭司、聖なる国

民、神の所有とされた民です。それは、

あなたがたを、やみの中から、ご自分

の驚くべき光の中に招いてくださった

方のすばらしいみわざを、あなたがた

が宣べ伝えるためなのです)
①王の務め:キリストを信じた瞬間から
私たちは王になった―権威、恐れない

②祭司の務め:礼拝をして赦して愛し
合う祭司である。

③預言者の務め:キリストを宣べ伝える
(2)神様の子供達がチームになると
職場・現場が救われていくようになる。

(3)正しい伝道の回復をする宗教改革
をする。

▲結論

(1)私たちは 2000年ぶりの人である。
(2)最高の答えが来るのを味わう人生。



区域地教会（2018 年 10 月 28 日～11 月 3 日）
【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「第 2 の宗教改革」(ローマ 1:16-17)

【讃美】 384 神はわがやぐら

【祈り】

①教会の祈りの課題

・「決断」「正しい癒し」「サミットの祝福」(本部元旦メッセージ)の成就のために。

・「日本と世界を生かす教会」(使徒 11:19－30)(福音宣教教会元旦メッセージ)の

成就のために。

・ 3 今日(御言葉、祈り、伝道)、 3 弟子(秘密決死隊、レムナントミニストリー、Holy Mason)、

3 サミット(霊的サミット、技能サミット、文化サミット)の契約を掴み成就を味わう。

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②区域地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③区域地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

とは、限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

福音宣教教会

10の祈り題

(1)日本 1％福音化（使 18：9-10 ・ローマ 16：20）
(2)第 2 の宗教改革（マタ 16：16、I ペテ 2：9）
(3)日本 8,000 教会（使 17：1-3）
(4)200 地教会（創 41：36－38）
(5)1,000 大学（福音の人材、福音エリート/使 19：9-10)
(6)伝道(重職者)運動（3 弟子/ローマ 16 章）
(7)レムナント運動（イザ 6：13 / 3 サミット）
(8)癒しの運動（使徒 19：8-20）
(9)日本神学校、東日本神学校と教役者－Ⅱ列 6：8―23
(10)世界宣教（マタ 24：14、使 1：8）

伝道対象者

お知らせ

1.全聖徒が３つの今日に集中する(40 日集中)

2．11 月 10 日～11 日 東北地域教会設立感謝礼拝

3．10 月 29 日～11 月 8 日 主任牧師フランス集会参加

及び集中伝道神学院講義(守屋長老夫妻、久野長老夫妻、

李信永同行)

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


